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 重心の速度に全体の質量を
かけたものが全体の運動量で
す。両者は関係があります。 
(重心の速度)ｘ(全体の速度) 
         ＝全体の運動量 

 そういう理解が大事だと思いま
す。運動量の合計が時間的に変化
しないことを、しっかり示すのは、
「力学」という講義でやると思い
ます。講義でやっているような、
簡単な式と直感的な理解でOKです。 

 噴射した後は、ずっとそのまま進みま
す。「静止」が何に対してか、という点
がはっきりしませんが、確かに、地上で
は、摩擦や抵抗があるので、地面に対し
て止めることは簡単ですよね。 

 今回の問題でやったように、オナラは軽いので、ほんの少し
しか前に進みません。 

 全く関係ありません。ただ、今話を
しているのは、「二つの物体につい
て」です。空気の抵抗とかを考えるな
ら、空気と力のやり取りがあるので、
空気を含めた運動量の保存になります。 

2. 重心（質量中心） 
 そうですね。数学でやって
いた「重心」よりも、直感的
に理解しやすいと思います。 

 ビデオを用意していますので、見て下さい。
イメージしやすくなると思います。 

 ここで、ついでに、一
つ言葉を覚えましょう。
今回、重心を求めた作業
は「位置ベクトルの質量
についての重みつき平
均」という表現を使いま
す。2点が均等ではなく、
重い方に偏っている平均、
という意味です。 

3. 学習計画など  いいところに気付きましたね。特にプリントは早めに。
テストは、予定通り、1月30日に行おうと思います。プリン
トは返却できるように、1月16日までに出してください。こ
れをプリントの提出期限とします。 

 オフィスアワーは、基本的に学
期の講義のある期間です。 

 午前中とか、冬休み中の需要があるようなの
で、12月26日の10:00-12:00 を臨時のオフィス
アワーとします。丌安のある人は、みんな来て
下さい。 

 リアクションペーパーのコメントは、特にわかっている人だけ、わ
かっていない人だけ選んでいません。人によって千差万別です。基本 

は、他の人に比べてわかっているとかわかっていないとかが重要ではなく、色々な物事をより深く学
ぶことだと思いますので、そのつもりで頑張ってください！ 



4. 数学と物理学 
 まずは、落ち着いてください。
何が分からないのかを分かること
が第一歩です。理屈がわからない
のか、途中の計算がわからないの
か。 
 それとも、式が出てくると「わ
からない」と思いたくなるのかも
しれませんね。 
 わからない点がわかれば、対策
をとることができます。 

 この二人の学生さんは、典型的な「式
嫌だ！」タイプです。だったら、文字で
書いてみましょう！ｍの代わりに(質量)
と書いてみましょう。 

 このタイプの悩みは、誰でもあります。私もそう
でしたし、新しい式に出会うと悩むこともあります。 

そういう場合には、この学生さんのように、
とりあえず覚えてしまう、という手もあり
ます。ただし、暗記は頭の中でその考えを
「飼って」おいて何度も考えるための手段
として利用して下さい。実際、覚えなけれ
ばならないのはほんの少しですから。 

 良かったです！ 
 繰り返しながら、なぜそうなのか、考え
てみて下さい。それがわかって頭の中でつ
ながるようにしてほしいです。 

 そうだと思います。式が出て
きても、それがどのような意味
があるのか、すぐにはわかりま
せん。だから！練習問題をやっ
ているのです。練習問題を利用
して、「なるほど！こういう風
に使えるんだ！」と思ってくだ
さい。 

 全くその通りです！それが正しい
態度です！練習問題やテキストを
使って「理解を深める」を目標に頑
張ってもらいたいと思います。 

 それ、発想を逆にして
ください。問題を解くた
めに法則を使うのではな
く、法則をどう使えるか
試すために問題をやって
いるのです。講義内容と
結びついています。 
 そういった繰り返しか
ら、式が使えるようにな
ると思います。 

 物理学は所詮、人がみ
んなに理解できるように
作った学問です。また、
特にこの講義では、内容
のつながりを大事にして
います。 


